


















リーディングと分けているのですが、それを 1 種類ずつ 1 度は履修できるように、それだ
けの十分なコマ数を開講しているということで、この 4 月からは、各学期に 110 コマずつ、









































































































46%と 42%、このあたりに一つ目のピークがあり、そして一つ下のレベル、A2 にも 4 割近
くの学生が分布しているということになります。そしてまた一つ、大きく違った形状を示
しているのが、「会話に参加すること」です。「会話に参加すること」に関しましては、学
生は自分のレベルが A2 であると判断した学生がいちばん多く、そこに 6 割近くの学生が分












































ます。60~70%未満のところに 3割ほどの学生、そして、80~90%未満のところに 2 割ほど
の学生が分布しています。もし実際の成績評価がこのままの分布ですと、緑の部分は C、黄
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て、コミュニケーションの授業設計では CEFR の A2 に設定していただくように、他の英
語Ⅰでは B1 に設定していただくように、そして英語Ⅱに関しましては B2、英語Ⅲに関し

































   ・要点を理解できる。
   ・目的に応じてキーワードを聞き取れる。
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金沢大学共通教育科目 英語 II, 英語 III （授業の内容と目標） 
『英語学習ハンドブック』(2013 年)記載 
 
英語 II  CEFR B2 レベルの英語力をつける 
「アカデミックスキル」：文献購読や論文作成など学術的な英語に重点をおく授業 
        ・一般的な内容の論文や参考文献を読んで理解できる。
        ・理由や例を加えながら、論理的に自分の意見が言える。
        ・エッセイや論文の基本的な形式を踏まえて文章を書くことができる。
「プレゼンテーション」：英語による口頭発表に重点をおく授業 
        ・前もって用意した幅広い分野の話題について、明瞭に説明できる。
        ・説明された内容を理解し、質疑応答できる。
「ディスカッション」：英語による討論に重点をおく授業 
        ・予習してきた内容について、積極的に議論に参加し、自分の意見を主
張できる。 
「英語で学ぶ文化」：英語で学ぶ事に重点をおいた内容重視の授業 
        ・対象となる分野について、英語を使って内容理解を深められる。
「国際試験」：TOEFL、TOEIC、IELTS などの語学試験対策に重点をおく授業 
        ・語学試験の特徴を理解できる。  
        ・語学試験に必要な英語力を習得できる。
        ・自律的に語学試験の対策を立てられる。
「ジョイントクラス」：留学生と一緒に学ぶ授業 
        ・標準的な英語の談話や記事・散文が理解できる。
・積極的に自分の意見を述べ、他の人の意見の概要を把握できる。
        ・エッセイやレポートで理由や例を示しながら意見や情報を書ける。
「語学研修」（授業）：金沢大学が提供する英語ＩＩ現地研修の準備コース 








        ・現地の研修に積極的に参加できる。
        ・英語を使って現地の人や他の受講者と交流できる。
        ・現地の文化を体験的に理解できる。
英語 III  CEFR B2 レベル修了者対象 
「ジョイントクラス」：留学生と一緒に学ぶ授業 
         ・多少標準的でない英語の談話やテレビ番組、映画も理解できる。
         ・複雑な事実に基づく文章や文学作品を理解できる。
         ・議論の中で自分の意見を他の意見と関係づけて論理的に展開できる。
         ・複雑な主題に関するエッセイやレポートを論理的に書ける。
「専門セミナー」：より専門的な内容を扱う授業 
         ・専門的な内容に関する談話・文章等を理解できる。
         ・専門的な内容に関する自分の考えを議論の中で論理的に展開できる。
         ・専門的な内容に関するエッセイやレポートを論理的に書ける。 
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